
市役所からのHOT LINE市役所からのHOT LINE市役所からのHOT LINE

【広告】この広告は、広告主の責任において市が掲載しているものです。広告の内容について市が推奨などをするものではありません。

　
市
は
通
学
に
関
わ
る
家
庭
の
経

済
的
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
学

生
の
通
学
定
期
券
購
入
費
の
一
部

を
補
助
し
て
い
ま
す
。

対
象
と
な
る
公
共
交
通
機
関　
　

　
次
の
公
共
交
通
機
関
が
運
行
す

る
鉄
道
と
路
線
バ
ス

▽
J
R
東
日
本（
東
日
本
旅
客
鉄

道
㈱
）

▽
I
G
R
い
わ
て
銀
河
鉄
道
㈱

▽
岩
手
県
交
通
㈱

▽
岩
手
県
北
自
動
車
㈱

▽
秋
北
バ
ス
㈱

▽
J
R
バ
ス
東
北
㈱

補
助
対
象
者　
市
内
に
住
所
が
あ

り
、居
住
し
て
い
る
学
生（
小
学
校・

中
学
校
・
高
等
学
校
・
高
等
専
門
学

校
・
特
別
支
援
学
校
）の
保
護
者

※
専
門
学
校
・
短
期
大
学
・
大
学

に
通
う
学
生
は
対
象
外

補
助
金
額　
通
学
定
期
券
購
入
費

の
1
0
0
分
の
10
の
金
額（
10
円

未
満
は
切
り
捨
て
）

申
請
方
法　

定
期
券
販
売
窓
口

で
、有
効
期
間
が
終
了
し
た（
ま
た

は
更
新
す
る
）定
期
券
と
併
せ
て

申
請
書
を
提
示
し
、
購
入
証
明
を

受
け
て
く
だ
さ
い
。
証
明
を
受
け

詳細はこちら﻿

た
申
請
書
は
、
期
限
内
に
教
育
総

務
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
複
数
の
交
通
機
関
を
利
用
し
て

い
る
場
合
は
、
交
通
機
関
ご
と
に

購
入
証
明
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

７
年
度
分
の
申
請
書
提
出
期
限

８
年
４
月
30
日
㈭

申
請
書
の
配
布　
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
す

る
か
教
育
総
務
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●
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● 通
学
定
期
券
の
購
入
費
を

一
部
助
成
し
て
い
ま
す

課
ま
た
は
西
根
・
安
代
各
総
合
支

所
で
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

※
大
更
駅
、
好
摩
駅
、
岩
手
県
北

バ
ス
八
幡
平
営
業
所
で
も
交
付

し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
教
育
総
務
課
学

事
係（
☎
・
内
線
1
3
6
6
）

　
市
は
８
年
度
自
然
保
護
指
導
員

と
自
然
公
園
保
護
管
理
員
を
募
集

し
ま
す
。

応
募
資
格　
十
和
田
八
幡
平
国

立
公
園
や
自
然
保
護
な
ど
に
関

す
る
知
識
、
登
山
道
管
理
業
務

に
必
要
な
体
力
を
有
し
、
刈
払

い
機
な
ど
の
操
作
が
で
き
る
健

康
な
人
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自
然
守
る
保
護
指
導
員
と

公
園
保
護
管
理
員
を
募
集

募
集
人
数

▽
自
然
保
護
指
導
員　
１
人

▽
自
然
公
園
保
護
管
理
員　
８
人

業
務
期
間　
８
年
４
月
１
日
㈬
か

ら
11
月
30
日
㈪
ま
で

業
務
内
容　
登
山
道
の
整
備（
刈

払
い
、倒
木
撤
去
な
ど
）や
啓
発
活

動
な
ど

応
募
方
法　
履
歴
書
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
商
工
観
光
課
に
持

参
ま
た
は
郵
送（
必
着
）で
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

　
履
歴
書
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
す
る
か
、

商
工
観
光
課
か
ら
交
付
を
受
け
て

く
だ
さ
い
。

応
募
期
限　
１
月
30
日
㈮

面
接
日　
２
月
下
旬
を
予
定

問
い
合
わ
せ
先　

商
工
観
光
課

観
光
振
興
係（
☎
・
内
線

1
3
1
3
）

◢●●

●

●

●

●

●

●

●

●

◢

●●

●

●

●

●

●

●

●

● 一
定
面
積
以
上
の
土
地
取
引

２
週
間
以
内
に
届
け
出
を

　

国
土
利
用
計
画
法
に
基
づ
き
、

市
内
の
一
定
面
積
以
上
の
土
地
を

取
引
し
た
場
合
は
、
契
約
日
か
ら

２
週
間
以
内
に
市
へ
届
け
出
が
必

要
で
す
。

届
け
出
が
必
要
な
取
引
の
面
積

▽
都
市
計
画
区
域
内
の
場
合

　
５
千
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上

▽
都
市
計
画
区
域
外
の
場
合

　
１
万
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上

問
い
合
わ
せ
先　
企
画
財
政
課
秘

書
政
策
係（
☎
・
内
線
1
2
1
4
）

　
自
身
の
年
金
記
録
、
将
来
の
年

金
見
込
み
額
や
各
種
通
知
書
の
情

報
は「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」を
利
用

し
、
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
で
確
認
で
き
ま
す
。
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● マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
連
携
で

ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
が
便
利

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
持
っ

て
い
る
人
は
、マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
と

連
携
す
る
こ
と
で「
扶
養
親
族
等
申

告
書
」の
電
子
申
請
や「
公
的
年
金

等
の
源
泉
徴
収
票
」な
ど
の
電
子
送

付
機
能
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。書
面
か
ら
電
子
デ
ー
タ
で
の

受
け
取
り
に
変
更
す
る
こ
と
で
、

e-

T
a
x
に
よ
る
確
定
申
告
が

で
き
る
た
め
便
利
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
日
本
年
金
機
構

ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
専
用（
☎

0
5
7
0
・
0
5
8
・
5
5
5
）、

市
民
課
国
保
年
金
係（
☎
・
内
線

1
0
7
4
）
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サ
ポ
の
入
会
料
助
成
で

独
身
男
女
の
出
会
い
支
援

　
会
員
登
録
制
に
よ
り
出
会
い
の

機
会
を
提
供
し
て
い
る
い
き
い
き

岩
手
結
婚
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

「
ｉ‒

サ
ポ
」の
ス
タ
ッ
フ
が
出
張

し
て
、
新
規
会
員
登
録
な
ど
を
行

う「
お
で
か
け
ｉ‒

サ
ポ
」を
開
き

　
市
は
人
権
問
題
の
相
談
に
応
じ
、

問
題
解
決
の
手
伝
い
を
す
る
た
め
、

次
の
３
地
区
で
無
料
の
特
設
人
権

相
談
を
行
い
ま
す
。相
談
は
予
約
不

要
で
、秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。
気

軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時　
12
月
１
日
㈪
午
前
９
時
か

ら
正
午
ま
で

場
所

▽
西
根
地
区
＝
西
根
地
区
市
民
セ

ン
タ
ー

▽
松
尾
地
区
＝
市
役
所
本
庁
舎

▽
安
代
地
区
＝
荒
屋
コ
ミ
セ
ン

　
右
記
の
日
程
以
外
に
も
事
前
の

連
絡
で
対
応
が
可
能
で
す
の
で
、

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　
市
民
課（
☎・内

線
１
０
7
０
）
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人
権
擁
護
委
員
に
よ
る

特
設
相
談
を
行
い
ま
す

ま
す
。

　
結
婚
を
希
望
す
る
独
身
男
女
の

皆
さ
ん
、
こ
の
機
会
に
ｉ‒

サ
ポ

を
利
用
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　
12
月
７
日
㈰
正
午
か
ら
午

後
3
時
ま
で

場
所　
市
役
所
多
目
的
ホ
ー
ル
棟

新
規
入
会

▽
入
会
条
件
＝
20
歳
以
上
の
独
身

者
で
県
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務
し

て
い
る
か
、
結
婚
後
県
内
に
居
住

で
き
る
人

▽
入
会
方
法
＝
入
会
申
込
書
と
本

人
確
認
書
類（
運
転
免
許
証
な

ど
）、独
身
を
証
明
す
る
書
類
、写

真
、
入
会
登
録
料
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。
入
会
登
録
料
は
１
万
円

で
、
２
年
間
有
効
で
す
。
市
に
住

民
登
録
が
あ
る
人
の
入
会
登
録
料

は
、
市
が
全
額
助
成
し
ま
す
。

※
必
要
書
類
の
詳
細
は
、
予
約

申
し
込
み
時
に
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。

そ
の
他　
既
存
会
員
を
対
象
に
登

録
更
新
の
手
続
き
や
、
希
望
条
件

に
合
っ
た
相
手
の
検
索
な
ど
も
行

い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
方
法　
12
月
４
日
㈭
ま

で
に
ｉ‒

サ
ポ
盛
岡
（
☎

０
１
９・
６
０
１・
９
９
５
５
）に

電
話
で
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　
地
域
福
祉
課
福

祉
総
務
係（
☎
・
内
線
１
１
１
５
）

詳細はこちら﻿
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宝
く
じ
助
成
金
を
活
用
し

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
活
性
化

　
（
一
財
）自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
は

宝
く
じ
助
成
金
制
度
を
通
じ
て
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に
必
要
な
備
品

な
ど
の
購
入
費
用
を
助
成
し
、
地

域
の
発
展
に
寄
与
し
て
い
ま
す
。

７
年
度
採
択
事
業

▽
細
野
地
区
振
興
協
議
会

　
除
雪
機
ほ
か
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活

動
備
品
の
整
備
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2
0
2
6
版
県
民
手
帳
を

市
役
所
で
販
売
中
で
す

　

市
は
2
0
2
6
年
版
岩
手
県

民
手
帳
を
左
記
の
窓
口
で
販
売
し

て
い
ま
す
。

価
格（
税
込
）　
１
０
０
０
円

販
売
期
限　
８
年
１
月
16
日
㈮

販
売
窓
口　
総
務
課
、
西
根
・
安

代
各
総
合
支
所
、
田
山
支
所

問
い
合
わ
せ
先　
総
務
課
情
報
統

計
係（
☎
・
内
線
1
2
4
６
）

問
い
合
わ
せ
先　
ま
ち
づ
く
り
推

進
課
地
域
振
興
係（
☎
・
内
線

1
4
6
0
）

図
書
を
寄
贈

　
　
　

い
た
だ
き
ま
し
た

詳細はこちら﻿

助成を受け購入した除雪機とはしご◢●●
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● 防
衛
省
か
ら
の
交
付
金
を

市
民
生
活
の
充
実
に
活
用

　

市
は「
防
衛
施
設
周
辺
の
環
境

の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
」に
基

づ
き
、
防
衛
省
か
ら
交
付
さ
れ
る

特
定
防
衛
施
設
周
辺
整
備
調
整
交

付
金
を
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
に
活

用
し
て
い
ま
す
。

６
年
度
の
活
用
実
績（
実
施
事
業
）

▽「
大
更
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

等
管
理
運
営
事
業
」と
し
て
、大
更
、

田
頭
、
平
舘
、
平
笠
、
松
尾
各
コ
ミ

セ
ン
の
管
理
運
営
費
に
充
当

▽「
道
路
除
雪
事
業
」と
し
て
、
市

道
除
雪
費
に
充
当

問
い
合
わ
せ
先　
企
画
財
政
課
秘

書
政
策
係（
☎
・
内
線
1
2
1
4
）

寄贈する児童書を星教育長に

　
10
月
８
日
、盛
岡
市
在
住
で「
県

児
童
文
学
の
会
」副
会
長
を
務
め

る
藤
原
成せ

い
こ子
様
か
ら
、児
童
書『
破

れ
た
太
鼓
』を
24
冊
寄
贈
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
『
破
れ
た
太
鼓
』は
、
藤
原
さ
ん

が
自
ら
執
筆
し
た
も
の
で
、
挿
絵

は
、
川
又
太た

い
ち智
さ
ん
＝
田
山
＝
が

手
掛
け
て
い
ま
す
。

　
藤
原
さ
ん
は
、
35
年
前
に
、
安

比
高
原
を
舞
台
に
デ
ビ
ュ
ー
作

『
び
っ
く
り
箱
の
コ
ン
サ
ー
ト
』を

執
筆
。挿
絵
を
、川
又
さ
ん
の
母
康

子
さ
ん
が
担
当
し
た
こ
と
が
縁

で
、
今
回
の
発
刊
に
つ
な
が
り
ま

し
た
。

　
『
破
れ
た
太
鼓
』は
、
市
内
全
小

学
校
に
配
布
し
活
用
さ
れ
ま
す
。手渡した藤原さん（右）
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